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研究成果の概要（和文）：我々は、学習パターンやMBTI（Myers-Briggs Type Indicator）の考え方に基づく簡易な初
期性格特性の取得方法を提案し、グラフィカルに提示するシステムを構築した。さらに、学習管理システムに蓄積され
ている学習記録を活用して初期性格特性を学習実態を反映させたものに進化させる方法を提案し、得られた特性がより
学生自信が感じる性格特性に近いことを確認した。また、プレゼンテーションの教材としも使われるTED(Technology E
ntertainment Design)の模範的なプレゼンを学習し、評価を受けるシステムの開発を行い、授業内で試用を行った。

研究成果の概要（英文）：We proposed a method for acquiring learning patterns and investigating ways to 
acquire very basic information(initial character information) about the students' personalities based on 
the approaches used in Myers-Briggs Type Indicator.　And we proposed a method for converting initial 
character information to information that reflects study behavior. From the results of analyzing the 
character information obtained by the proposed method, we confirmed that the obtained characteristics 
more closely agreed with students' self-assessed personality characteristics than did initial character 
information. Furthermore, we developed a presentation evaluation system that the student can learn model 
presentation of TED (Technology Entertainment Design) and estimate own gesture by themselves.

研究分野： 情報教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
我々は本学LMS上にグラフィック表示を用

いたアウトカム評価システムを実装し、学生
にアウトカムを意識させながら学生生活の
間に社会で要求されている能力を身につけ
させ、究極的には大学教育の質保証を目指す
システムの研究を進めている(松本 Proc. of 
World Conf. on E-Learning 2011)。しかし、
学生に「チームを組んで特定の課題に取り組
む経験能力」などを身に付けさせるための
ICT を活用した手法は、我々も、関連研究者
達も模索段階であり、未だ確立されたとはい
えない状態にある。川田らによる「社会人基
礎力」の育成を目的とした試み」（JSiSE 全国
大会予稿集 2012.8）の中では、「社会人基礎
力」を能力自体として把握することは難しい
とし、これを行動の成果として把握したこと
を報告している。青木は、欧米の教育・心理
学・経営などの研究者による学習スタイルの
概念と理論を比較検討し、学習スタイルの理
論・評価は様々であるが、“これからの日本
の教育において、信頼性・妥当性のある学習
者のスタイルに目を向けることは非常に重
要な課題”と指摘している（NIME 研究報告
2005.10）。 
２．研究の目的 
我々は、個々の学生の能力、性格、学習パ

ターンなどを考慮した「学習スタイルパター
ン」を定義し、それに基づき学生には学習教
材・学習方略を与え、教員には教授方略を変
更するための情報をグラフィカルに提示す
る機能の開発を目指している。また、実習を
伴う教育における動作評価に適応した動画
教材提示機能についても開発し、既に開発済
のアウトカム評価システムに組み込むこと
により、社会が要求している人材育成方法の
確立を目指している。 
 
３．研究の方法 
以下の課題について順次行った。 

・「学習スタイルパターン」の作成 
学習管理システム（LMS）に蓄積された膨大
な学習情報（教材、試験のアクセス回数など）
から「学習スタイル要素（学習意欲など）」
を抜き出し、「学習スタイルパターン」を作
成する。 
・「学習スタイルパターン」にもとづく適応
教材提示機能の実現 
 検討中の試験結果に基づく未習得者に対
する「詳細かつわかり易い教材」あるいは習
得者に対する「高度かつ効率的な教材」提示
機能を実現する。また、SCORM エンジン
（http://elecoa.ouj.ac.jp/）の個人適応型
学習機能と比較して、より効果的なものを実
装する。 
・モーションセンサーを活用したプレゼンテ
ーション評価、教材提示機能の作成 
 プレゼンテーションの際の初学者と熟練
者のスケルトンジョイントの移動量の差な
どによりジェスチャーを評価し、改善すべき

技術に対応した動画教材を提供する機能を
実現する。 
４．研究成果 
本研究の最終目的は、LMS の学習記録等に

基づき、個々の学生の能力、性格、学習スタ
イルなどを考慮した適応学習支援機能を目
指している。研究の成果としては、金沢大学
における１年生必修の「情報処理基礎」の LMS
上の学習記録を用いて、学生の学習パターン
をグラフィカルに表示し、教員に提供する方
法を提案した。 
松本の授業受講生の協力者 16 名とその所

属する６学部(791 名)のデータを用いて行っ
た調査結果を示す。図１は 13 種類の教材の
閲覧回数と 13 種類の試験実施回数の平均値
について、６学部(791 名)の平均と各学生の
差を取ってグラフ化したものである。図１
（データは試験実施回数の全体平均から各
学生の 13 個の試験の実施回数平均の差で昇
順にソートされている）のように、4 つの学
習パターンに大別でき、協力してくれた学生
がどこに分類されているか図示している。 

 
図 1 教材の閲覧回数と試験実施回数の関係 
 
同様に協力学生所属の学類の必修試験の

合格までの試験実施回数と試験実施時間の
関係を図 3に示す。 

図 2 試験実施回数と試験実施時間の関係 
 

協力学生の図 1、図 2 の各学習パターンを

統合し、新たにパターンを 7つ（LP１～LP7）

に区分したものを表１に示す。この表から、

LP2,LP3,LP5,LP7 の学生には熟達型学生向け

教 材 （ 高 度 か つ 効 率 的 な 教 材 ） を 、

LP1,LP4,LP6 の学生には衝動型学生向け教材

(詳細かつわかり易い教材)を提供すると効



果が見込まれることが推測できる。 

 

表１ サンプル学生の各学習パターン 
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なお、我々のシステムにおける学習パター

ンのグラフィック表示例を図 3に示す。 

図 3 学習パターン表示例 
 
さらに、非常に簡易な MBTI に準じたアン

ケートで初期性格特性を取得し、LMS を用い
て当該学生にレーダーチャート化した各自
の初期性格特性を提示し、その結果を確認し
た学生が自分の考える性格特性にそれを修
正することにより、簡便に教員に受講生の性
格情報を提供しうることを示した。 

 
図 4 得られた性格特性 
 
これらの二種類の情報が入学当初に与え

られることにより、早い段階から教員は個々
の学生の特性を理解したうえで教授方略を



変更するなどができる。本学の入学生数は
1,700 人前後であるが、大きな大学であれば
あるほど効果が大きいことが予想される。さ
らに、大学生活の進行に応じて、LMS に蓄積
される学習記録を使い、初期性格特性を学習
実態を反映されたものに修正する方法を提
示し、その結果が学生の考える性格特性によ
り近付くことを確認した。 
また、モーションセンサーKinect を活用し

たプレゼンテーション評価、教材提示機能を
開発した。このシステムは TED のプレゼンタ
ーの動画を閲覧し、内容のすごさに感銘を受
け、そのプレゼンに近付けるように実習を行
う仕組みとなっている。我々は予め３つのサ
ンプルプレゼンを TED の中から選択し、ポイ
ントとなるゼスチャー比較用の動画教材を
作成し、その動画と学生のジェスチャーの比
較評価を行い、ゲーム感覚でプレゼンのジェ
スチャー習得ができる仕組みを構築した。 

図５プレゼン評価システム 
 
これを実際の授業で試用を行い、改善の余

地は残るが学生の教育に大いに活用できる
ことを確認した。 
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